






　

１．事業の実績

２．事業内容

３．校内運営体制

４．コンソーシアムの体制および取り組み

５．コーディネーターの配置および活動内容

６．管理機関による事業の実施体制や管理方法

７．１学年探究内容

８．２学年探究内容

９．校内全体発表会内容

10. 高野山世界遺産研修

11．ＳＤＧｓ企業研修

12. ＳＤＧｓ大学研修

13.　他校・海外との交流

14.　その他   

①　文化祭での取り組み

②　３年間を通して（生徒感想）
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　令和５年度は運営指導委員会で６月１２月１月の３回、それ以外に７月１０月１１月の

３回の計６回、学校を訪問し、事業の内容や進捗状況について把握し、指導助言を行った。

また、訪問していない月においても、現在の状況や今後の計画について、電話やメールに

より学校側の担当者と協議を行った。
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６月２３日

７月７日
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９月１５日（金）７限　（各ＨＲ教室）

１月１２日（金）６～７限（各ＨＲ教室）

２月８日

３月１３日

橋本市サカイキャニング産業文化会館「アザレア」

橋本市役所

- 8 -



９月１５日（金）７限　（各ＨＲ教室）

１月１２日（金）６～７限（各ＨＲ教室）

２月８日

３月１３日

橋本市サカイキャニング産業文化会館「アザレア」

橋本市役所

- 9 -



- 10 -



- 11 -



- 12 -



- 13 -



- 14 -



- 15 -



　２学年の総合的な探究の時間では、ＳＤＧｓ達成に向けて自分たちにできる取り組みを

提言するという課題学習に取り組んだ。講演や実地研修では、探究活動についてのスキル

を学び、様々な交流を通して広い価値観に触れた。中間発表では有識者へのプレゼンテー

ションを通して課題に対する理解を深化させる機会となった。小学校での授業実施や地元

企業での企画実施など、自分たちの提言を実行に移し、考察を深める班もみられた。

ＳＤＧｓ

新聞と「ペタッとＳＤＧｓ新聞学習ふせん」を使用して

思考を見える化し、新たな気づきや学びを共有して、総

合的な探究の時間の学習活動に繋げる。

６月２３日

９月１５日

ＳＤＧｓ

４月２０日
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　ＳＤＧｓ達成のために自分たちができるこ

と」発表６〜８分。クラス代表１班を決定する。

評価者は、外部評価者、各クラス担任、学年

主任担任、生徒

１月１２日

２月１日
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校外での

２月８日

ＳＤＧｓ達成のために自分たちができること」発表１０分＋講評・質疑応答

橋本市サカイキャニング産業文化会館「アザレア」
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